










<緒言>

　我々は,いわゆる油症患者について,歯科学的見地から歯牙および口腔内所見

についての追跡調査を続けている。

　本年度は,パントモグラフィー X線撮影装置を使用し,歯牙の形成状態につい

て臨床的観察を行ない,我々が昭和 47 年度に行なった調査結果との比較検討を

し，油症の歯科学的見地からみた経時的変化について検討を加えた。


